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【算数・数学科】

算数・数学科における思考力を高める授業モデル

長期研修Ⅰ研修員 稲川 修 樺澤 俊哉

Ⅰ 研究の内容

１ 算数・数学科における思考力

(1) 算数・数学科で育てる学力

小学校の算数科では、「数量や図形についての

算数的活動を通して、基礎的な知識と技能を身に

付け、日常の事象について見通しをもち筋道を立

てて考える能力を育てるとともに、活動の楽しさ

や数理的な処理のよさに気付き、進んで生活に生

かそうとする態度を育てる」ことを目標としてい

る。また、中学校の数学科では、この基礎の上に、

「数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・

法則の理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を

習得し、事象を数理的に考察する能力を高めると

ともに、数学的活動の楽しさ、数学的な見方や考

え方のよさを知り、それらを進んで活用する態度

を育てる」ことを目標としている。

これらのことから、算数・数学科においては、

「基礎的な概念や原理・法則を理解する力」、「数

学的な表現や処理の仕方を習得する力」、「数理

的に考察する力」、「それらを進んで活用する力」

を算数・数学科で育てる学力ととらえた。

(2) 算数・数学科における思考力と思考力を構成す

る代表的な要素

児童生徒は算数・数学の学習の中で、知識や技

能を活用し、問題を数理的にとらえ、問題を解決

していく。この問題解決に必要な知識や技能に気

付かせ働かせる原動力となるものが数学的な見方

や考え方である。つまり、思考力を高めるには、

数学的な見方や考え方に着目していくことが大切

となる。

片桐重男氏は、数学的な考え方を以下よう

に定義している。

「数学的な考え方は、それぞれの問題解決

に必要な知識や技能に気付かせ、知識や技能

を導き出す力である。」

そして、数学的な考え方の具体例として、

○ 数学の方法に関係した数学的な考え方

・帰納的な考え方 ・類推的な考え方

・演繹的な考え方 ・統合的な考え方

・発展的な考え方 ・抽象化の考え方

・単純化の考え方 ・一般化の考え方

・特殊化の考え方 ・記号化の考え方

・数量化、図形化の考え方

○ 数学の内容に関係した数学的な考え方

・集合の考え ・単位の考え

・表現の考え ・操作の考え

・アルゴリズムの考え・概括的把握の考え

・基本的性質の考え ・関数の考え

・式についての考え

を示している。

児童生徒は、このような数学的な見方や考え方

を基に知識や技能を活用し、思考しながら問題を

解決していくことになる。そして、問題を解決し

たあと、その過程を振り返り新たなよりよい知識

や技能、数学的な見方や考え方を児童生徒は獲得

していく。

そこで、算数・数学科においては、思考力を以

下のようにとらえた。

数学的な見方や考え方を基に知識や技能を

活用して、問題を数理的にとらえ、解決し、

よりよい知識や技能、数学的な見方や考え方

を獲得していく力

学習指導要領解説数学編（P.114）によると、

「問題解決的な学習を通して、自ら課題を見付け、

自ら学び、自ら課題を解決する過程を重視した学

習活動を展開し、筋道を立てて説明する表現力や

論理的な思考力を一層育てることができるように

する」と明記されている。そこで、思考力を高め

るには問題解決的な学習を取り入れることが大切

であるととらえた。問題解決的な学習の過程は、

「①問題の把握、②解決の見通し、③解決の実行、
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④振り返り・まとめ」の四つの過程からなってい

る。それぞれの過程で思考力が高まったときには、

どのような児童生徒の姿が現れるのかと考えると

次のようになる。

① 問題の把握の過程

主体的に問題にかかわり、既習事項や日常の経

験を想起しながら問題を数理的にとらえている姿

② 解決の見通しの過程

既習事項や日常の経験を想起して、根拠を明ら

かにしながら解決の結果や方法について見通しを

もっている姿

③ 解決の実行の過程

自分の考えについて根拠を明らかにしながら、

筋道を立てて表現し、問題を解決している姿

④ 振り返り・まとめの過程

筋道を立てて表現した自分の考えや友達の考え

を振り返り、よりよいものを見付けている姿

これをもとに「思考力を構成する代表的な要素」

を表１のようにとらえた。

表１ 思考力を構成する代表的な要素

Ａ 主体的に問題にかかわること

Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること

Ｃ 根拠を明らかにすること

Ｄ 筋道を立てて表現すること

Ｅ よりよいものを見付けること

主体的に問題にかかわることにより「この問題

はどのように考えればよいのだろうか。」とか、

既習事項や日常の経験を想起することにより、「以

前このように考えたら解けたので、また同じよう

に考えてみよう。」というように思考力を構成す

る代表的な要素は、数学的な見方や考え方を発動

させ、問題解決的な学習を有効に行わせるもので

ある。

また、「このように考えるとうまく問題は解け

るんだ。この考え方を使ってどんどん問題を解い

てみよう。」とか、「今度、似た問題に出会った

ら同じように考えてみよう。」と主体的に問題に

かかわろうとするようになったり、既習事項を想

起しようと思うようになったりする。このように、

問題解決的な学習によって高まった数学的な見方

や考え方によって、思考力を構成する代表的な要

素は、強化されていく。

上記のように、問題解決的な学習において、思

考力を構成する代表的な要素と数学的な見方や考

え方は、相互に影響し合いながら、思考力を高め

ていく。

以上の関係を図式化したものが、図１である。

２ 授業モデル

(1) 授業モデルの基本的な考え方

思考力を構成する代表的なＡからＥの五つの要

素、及び、数学的な見方や考え方を高めることが、

思考力を高めることにつながる。

そこで、問題解決的な学習の過程にＡからＥの

五つの要素を位置付け、それぞれの要素を高める

指導の工夫を考え、授業モデルとして表２のよう

に提案する。

数学的な見方や考え方については、児童生徒が

単元の学習の過程で使うものを具体的にとらえ、

授業モデルを活用しながら計画的に高めていくこ

とが必要であると考えた。このことについては、

項「(2) 授業モデルの活用」で詳しく触れる。

図１ 思考力が働く場
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表２ 算数・数学科における授業モデル

学習の過程
思考力を構成する

○数学的な見方や考え
代表的な要素

指導の工夫
方にかかわる活動

①問題の把握 Ａ主体的に問題にかかわるこ ○身近な事象から問題を取り上げ、問題意識や疑

○問題を数理的にとら と 問がもてるような体験的・操作的活動を行う。

える また、児童生徒が自ら問題を見付けたり、選択

したりする活動を行う。

Ｂ既習事項や日常の経験を想 ○絵や図、式に表現したり、既習事項と関連付け

起すること て表現したりする活動を行う。

②解決の見通し ○既習事項を振り返り、既習の具体的な数に置き

○解決の結果や方法に 換えたり、似たような問題を想起したりするよ

ついて見通しをもつ うにする。また見通しを発表し合う活動を行う。

Ｃ根拠を明らかにすること ○結論が言えるためには何が必要か考えたり、見

通しを立てた理由を発表したりする活動を行う。

③解決の実行 ○図と式の表現を関連付けたり、図に理由や根拠

○既習の知識や技能、 を記入したりする活動を行う。

数学的な見方や考え

方を活用して、問題 Ｄ筋道を立てて表現すること ○解決のための時間と場を確保し、解決過程を図

を解決する や式に表現したり、それをよんだりする活動を

行う。

④振り返り・まとめ ○理由や根拠を表現し、友達同士で説明し合う活

○新たな知識や技能を 動を行う。

獲得し、数学的な見

方や考え方に気付 Ｅよりよいものを見付けるこ ○解決過程の図や式をよみ合う活動を行う。また、

き、そのよさを味わ と 共通点や簡単な方法などを話し合い、数学的な

う 見方や考え方に気付き、そのよさを味わい、数

学的な見方や考え方を言葉で表現する活動を行

う。
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(2) 授業モデルの活用

ア 授業モデルを活用した、数学的な見方や考

え方を高める単元指導計画

前述したように、思考力を構成する要素は数学

的な見方や考え方を発動させるものなので、数学

的な見方や考え方を高めることを位置付けた授業

においては、授業モデルを活用していくことが必

要である。

そこで、単元指導計画を作成するときに、次の

点に留意した。

○ 単元を通して高める主な数学的な見方や考え

方を具体的にとらえ、単元のどの場面で高める

のかを位置付ける。

○ 数学的な見方や考え方が身に付いたかをみと

るための評価項目を設定し、指導と評価の一体

化を図る。

(ｱ) 小学校 第５学年 図形の面積（学校図書）

この単元を通して高める主な数学的な考え方を

「既習の図形に直す考え」と「公式を使う考え」

の二つととらえた。そして、その評価項目を設定

し、数学的な考え方を計画的に見取り、高めてい

こうと考えた。

時 主な学習活動 支援及び指導上の留意点 主な数学的な考え方の評価項目

○ねらい ★数学的な考え方 (ＡからＥは、指導の工夫によって高められる、

間 ①問題の把握（学習課題）②解決の見通し③解決の実行 思考力を構成する代表的な要素に対応している) 既習の図形 公式を使う考え

④振り返り・まとめ に直す考え

１ ○平行四辺形を切ったり、一部を移動させたりする活動を Ａ児童に興味・関心をもたせるために、周が同 平行四辺形

通して、長方形に変形して平行四辺 じ長さで、形が変形できるように作った長方 の面積の求

形の面積の求め方を考える。 形と平行四辺形を具体物で示す。 め方を、長

★長方形に変形する考え Ｂ面積の大きさを具体的に考えられるように方 方形に変形

①平行四辺形と長方形を比較し、平行四 眼紙にかかれた平行四辺形の用紙を配付する。 して考えて

辺形の特徴を考え、斜線の部分に着 Ｃなぜそのように考えたのか問い掛け、根拠を いる。

目する。 明らかにできるようにする。

②長方形の面積の求め方を想起し、どの Ｄ面積とはどんな考えだったか問い掛け１ｃｍ
２

ようにしたら平行四辺形の面積を求 が幾つ分という面積の考え方に気付き、面積

められるか考える。 を求められるようにする。

③紙に書かれた長方形と平行四辺形に鉛筆で補助的な線を Ｅ求め方の共通点は何か問い掛け、長方形に変

書き加えたり、切ったり折ったりする活動を行い、平行 形することによって求められたことに気付く

四辺形の面積の求め方を考える。 ようにする。

④求め方の共通点を話し合う活動を通して、平行四辺形の Ｅ数学的な考え方に目が向くように、児童の発

面積は前に学習した長方形に変形して求めることができ 言の一部を吹き出し形式に板書する。

ることを理解する。また、どんな考え方を使ったら解け Ｅどんな数学的な考え方を使ったら解けたのか

たのか話し合う。 問い掛け、数学的な考え方に気付くことがで

きるようにする。

２ ○平行四辺形を長方形に変形し、面積を求めるにはどの長 Ａ前時で用いた児童の考え方の一つを取り上げ 平行四辺形を

さが分かればよいのかという話合い ることで、問題に対する興味・関心を高める。 長方形に変形

を通して、どんな平行四辺形にも使 Ｂ長方形の公式を作ったときはどのようにした した後の縦と

える面積の公式を考える。 か問い掛け、平行四辺形の面積を計算で求め 横の長さと、

★公式を使う考え る方法の見通しをもてるようにする。 変形する前の

①平行四辺形の面積を求めるために、どの長さが分かれば Ｂ平行四辺形を長方形に変形したときに対応す 平行四辺形の

よいのか考える。 る辺や長さが理解しやすいように、基の図形 底辺と高さと

②変形前と変形後の図形を比較して考えるという見通しを を残し、線の色を変えて示す。 の関係をとら

もつ。 Ｃ児童の表現したものに対してどのように求め え、長方形の

③変形前と変形後の辺の対応を考え、長方形の公式を用い たのか問い掛け、考えの根拠を明らかにでき 面積の公式を

て平行四辺形の面積の公式を考える。 るようにする。 基に平行四辺

④どんな場合でも面積を計算で出せる方法について話し合 Ｅどんな考え方を使ったら解けたのか問い掛け、 形の面積の公

い、公式としてまとめ、「底辺」「高さ」という言葉を知 数学的な考え方に気付くことができるように 式を考えてい

る。また、どんな考え方を使ったら公式が作り出せたの する。 る。

か話し合う。
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５ ○三角形を等積変形や倍積変形する活 Ｂどのようにすればよいか問い掛け、解法の見 三角形の面

動や、全体で話し合う活動を通して、 通しをもてるようにする。 積の求め方

三角形の面積の求め方を前に習った Ｃなぜそのように考えたのか問い掛け、根拠を を、長方形

長方形や平行四辺形に変形して考え 明らかにできるようにする。 や平行四辺

ている。 Ｄ多様な考えに対応できるように、方眼紙にか 形に変形し

★長方形・平行四辺形に変形する考え かれた三角形や辺の長さのみ示した三角形を て考えてい

①三角形の特徴に着目する。 複数準備しておく。 る。

②方眼紙の数を数えておおよそ幾つくらいになるのか見当 Ｅ多様な考えに触れられるように、等積変形や

を付ける。既習の考え方が使えないか考える。 倍積変形の考えを数種類提示する。

③三角形に鉛筆で補助的な線を書き加えたり、切ったり折 Ｅどんな数学的な考え方を使ったら解けたのか

ったりする活動を行い、三角形の面積の求め方を考える。 問い掛け、数学的な考え方に気付くことがで

④求め方の共通点を話し合う活動を通して、三角形を平行 きるようにする。

四辺形や長方形に変形して面積が求めらることを理解す

る。また、どんな考え方を使ったら解けたのか話し合う。

６ ○等積変形や倍積変形の考えを使って、面積を求めるには Ａ前時で用いた児童の考え方の一つを取り上げ 三角形の面積

どの長さが分かればよいのかという ることで、問題に対する興味・関心を高める。 を求めるため

話合いを通して、どんな三角形にも Ｂ平行四辺形の公式を作ったときはどのように に等積変形や

使える面積の公式を考える。 したか問い掛け、三角形の面積を計算で求め 倍積変形をし

★公式を使う考え る方法の見通しをもてるようにする。 た図を見なが

①三角形の面積を求めるために、どの長さが分かればよい Ｂ三角形を長方形や平行四辺形に変形したとき ら、長方形や

のか考える。 に対応する辺や長さが理解しやすいように、 平行四辺形の

②変形前と変形後の図形を比較して考えるという見通しを 基の図形を残し、線の色を変えて示す。 面積の公式を

もつ。 Ｃ児童の表現したものに対してどのように求め 用いて、三角

③変形前と変形後の辺の対応を考え、長方形の公式を用い たのか問い掛け、考えの根拠を明らかにでき 形の面積の公

て三角形の面積の公式を考える。 るようにする。 式を考えてい

④どんな場合でも面積を計算で出せる方法について話し合 Ｅどんな考え方を使ったら解けたのか問い掛け、 る。

い、公式としてまとめ、三角形の「底辺」「高さ」という 数学的な考え方に気付くことができるように

言葉を知る。また、どんな考え方を使ったら公式が作り する。

出せたのか話し合う。

８ ○長方形や平行四辺形、三角形に変 Ａ児童の興味・関心を高めるために、２種類の 台形や一般

・ 形または分割して、台形や一般の 図形を準備し、自分で図形を選択し面積を求 の四角形の

９ 四角形の面積の求め方を考える。 める活動を取り入れる。 面積の求め

○四角形は、三角形に分けて、面積 Ｂ一般的な四角形は既習の図形には変形しにく 方を、長方（

２ が求められることを理解する。★ いので、１ｃｍ
２

の正方形の数を数えるとい 形や平行四

時 長方形・平行四辺形に変形する考 う面積の概念を確認したり、図形を分けても 辺形、三角

間 え 求められることに気付くように問い掛けたり 形に変形ま

扱 ★公式を使う考え して、解法の見通しをもてるようにする。 たは分割し

い ①今までに習った図形との相違点に Ｂ今までに公式をどのように導いたのか問い掛 て考えてい

着目する。 け、やり方を想起できるようにする。 る。

)

②台形や一般的な四角形のどちらか一つを選択し、どのよ Ｄ自分で求め方を考えられるように、長さを与

うにしたら解けるか見通しをもつ。 えずに児童が必要だと思う長さを自分で選択

③選択した図形を補助的な線を書き加えたり、切ったり折 し測って面積を求めるようにする。

ったり、実際に長さを測ったりする活動を行い、工夫し Ｅどんな数学的な考え方を使ったら解けたのか

て面積を求める。 問い掛け、数学的な考え方に気付くことがで

④どのようにして面積を求めたかのかを発表し、考え方の きるようにする。

共通点やよい点について話し合う。また、習った形に直

して面積を求めることや、一般的な四角形は幾つかの三

角形に分けると面積が求められることを理解する

(ｲ) 中学校数学 第２学年 平行と合同（大日本図書）

この単元において高める主な数学的な見方や考え方を「三角形を用いる考え」と「平行線を引く考え」

の二つととらえた。そして、評価項目を設定し、数学的な見方や考え方を計画的に見取り、高めていこ

うと考えた。
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主な学習活動 支援及び指導上の留意点 主な数学的な見方や考え方の評価項目
時 ○ねらい ★数学的な見方や考え方 (ＡからＥは、指導の工夫によって高められる、

①問題の把握（学習課題）②解決の見通し③解決の実行 思考力を構成する代表的な要素に対応している) 三角形を 平行線を
間 ④振り返り・まとめ 用いる考え 引く考え

１ ○小学校での経験を生かし、多角形を三角形に分ける考え Ｂ四角形の内角の和を求めるための、四角形を三角形 多角形を
を活用して、多角形の内角の和を一般化し、文字を用い に分ける方法が一通りではないことを理解するため 三角形に
て表すことができる。 に、四角形の内角の和の求め方を個人追究したあと 分け、内

★三角形を用いる考え に、主に①～③の３通りの求め方があることを全体 角の和の
①四角形の内角の和が で確認する。 求め方を
180ﾟになる理由を考える。 Ｄ三角形を用いる考えのよさを味わうことができるよ 考えてい

②主に上の図のような方法 うにするために、上の①～③のうち、どれか一つの る。
で四角形を三角形に分けて考えればいいことを見いだす。 方法を選んでｎ角形の内角の和をｎを用いて表す方

③多角形の内角の和について表にまとめ、ｎ角形の内角の 法の説明を考えるように指示をする。
和をｎを用いて表す方法を、帰納的に考える。 Ｅ三角形を用いる考えのよさを味わうことができるよ

④本時を振り返り、多角形の内角の和を一般化することが うにするために、多角形の内角の和を一般化できた
できたのは、どのように考えたのがよかったのか考える。 のはどう考えたのがよかったのか問い掛け、生徒の

言葉でまとめておく。

５ ○三角形の内角の和が180ﾟであることを、平行線の性質を Ａ小学校で三角形の内角の和が180ﾟであることをどの 三角形の
用いて演繹的に説明することができる。 ように確かめたのか想起できるようにするために、 内角の和

★平行線を引く考え 三角形の三つの角を分度器で測ったり、三つの角を が180ﾟに
切って並べたりする。 なること

Ｂ①～③のどの図にも平行線があることに気付き、平 を、平行
行線の性質を用いると三角形の内角の和が180ﾟであ 線の性質
ることを説明することができそうだという見通しを を用いて
もつことができるようにするために、∠ａ、∠ｂ、 考えてい

①三角形の内角を分度器で測ったり、三つの角を切って並 ∠ｃの周りに他の角を並べた図を黒板に掲示してお る。
べたりする。 く。

②三角形の∠ａ、∠ｂ、∠ｃのそれぞれの角の周りに残り Ｃ平行線の性質を用いて三角形の内角の和が180ﾟであ
の角を切って並べた図を見て、気が付いたことをプリン ることを説明する方法の理解を深めるために、説明
トに記入し、平行線の性質を用いて三角形の内角の和が に必要な記号や言葉を書き入れた図を各自で作成す
180ﾟであることを説明する方法についての見通しを考え る。
る。 Ｄ各自で説明をかき込んだ図を用いて、グループで繰

③三角形の内角の和が180ﾟであることを、平行線の性質を り返し説明し合うようにする。
用いて説明する方法を考え、グループ内で説明し合う。 Ｅ平行線を引く考えのよさを味わうことができるよう

④本時を振り返り、三角形の内角の和が180ﾟであることを、 にするために、三角形の内角の和が180ﾟであること
図形の性質を用いて説明することができたのは、どのよ を、図形の性質を用いて説明することができたのは、
うに考えたのがよかったのか考える。 どう考えたのがよかったのか問い掛け、生徒の言葉

でまとめておく。

６ ○三角形を用いる考えや平行線を引く考えを用いて、くさ Ａ∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＝∠ｄになりそうだという見通し 補助線を 平行な補
び形の性質を、演繹的に説明することができる。 をもつことができるようにするために、「∠ａ、∠ｂ、 用いてく 助線を１

★三角形を用いる考え ∠ｃ、 ∠ｄにはどのような関係があるだろうか。 さび形を 本引き、
★平行線を引く考え 見付けてみよう」と問い掛け、角度を分度器で測っ 二つの三 平行線の
①くさび形の角度を分度器で測 たり切って並べたりするように助言をする。 角形に分 性質を２
ったり切って並べたりするこ Ｂ平行な補助線に気付くことができるようにするため け、三角 回、また
とを通して、∠ａ＋∠ｂ＋∠ に、∠ｄに∠ａ、∠ｂ、∠ｃを並べた図を黒板に掲 形の内角 は平行線
ｃ＝∠ｄになりそうなことを 示する。また、三角形の内角と外角の性質を用いる と外角の の性質と
予想する。 ことに気付くことができるようにするために、補助 性質を２ 三角形の

②問題解決に必要な既習の図形 線を用いて三角形が作れないか問い掛ける。 回用いて 内角と外
の性質を予想し、図に補助線をかき入れ、解決に向けて Ｄ三角形を用いる考えや平行線を引く考えを用いて∠ くさび形 角の性質
の見通しをもつ。 ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＝∠ｄであることを説明する方法の の性質を を組み合

③自分で選んだ図形の性質を用いて、∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＝ 理解を深めるために、説明に必要な記号や言葉をか 説明しよ わせて、
∠ｄであることを説明するための方法を考え、説明をか き入れた図を各自で作成し、それを用いながら、グ うと考え くさび形
き込んだ図を用いてグループ内で説明し合う。 ループで繰り返し説明し合うようにする。 ている。 の性質を

④本時を振り返り、くさび形の性質を、図形の性質を用い Ｅ三角形を用いる考えと平行線を引く考えのよさを味 説明しよ
て説明することができたのは、どのように考えたのがよ わうために、くさび形の性質を図形の性質を用いて うと考え
かったのか考える。 説明することができたのは、どう考えたのがよかっ ている。

たのか問い掛ける。

７ ○三角形を用いる考えや平行線を引く考えを用いて、星形 Ａ∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＋∠ｄ＋∠ｅ＝180ﾟになりそうだ 星形から 平行な補
・ の性質を、演繹的に説明することができる。 という見通しをもつことができるようにするため 説明に必 助線を２
８ ★三角形を用いる考え に、「∠ａ、∠ｂ、∠ｃ、 ∠ｄ、∠ｅにはどのよう 要な三角 本以上引

★平行線を引く考え な関係があるだろうか。見付けてみよう」と問い掛 形を見い き、平行（

２ ①星形の角度を分度器で測ったり切っ け、角度を分度器で測ったり切って並べたりするよ だし、三 線の性質
時 て並べたりすることを通して、∠ａ うに助言をする。 角形の内 を２回以
間 ＋∠ｂ＋∠ｃ＋∠ｄ＋∠ｅ＝180ﾟに Ｃ三角形の内角と外角の性質、平行線の性質、くさび 角と外角 上、また
扱 なりそうなことを予想する。 形の性質のどれを用いて∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＋∠ｄ＋ の性質を は平行な
い ②問題解決に必要な既習の図形の性質 ∠ｅ＝180ﾟを説明するか、決めてから始めるように ３回用い 補助線を

を予想し、図に補助線をかき入れ、 助言をする。 て、星形 １ 本 引

)

解決に向けての見通しをもつ。 Ｄ∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＋∠ｄ＋∠ｅ＝180ﾟであることを の性質を き、三角
③自分で選んだ図形の性質を用いて、∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＋ 説明する推論の過程の理解を深めるために、説明に 説明しよ 形の内角
∠ｄ＋∠ｅ＝180ﾟであることを説明するための方法を考 必要な記号や言葉をかき入れた図を各自で作成し、 うと考え と外角の
え、説明をかき込んだ図を用いてグループ内で説明し合 それを用いながら、グループで繰り返し説明し合う ている。 性質やく
う。 ようにする。 さび形の

④本時を振り返り、星形の性質を、図形の性質を用いて説 Ｅ三角形を用いる考えと平行線を引く考えのよさを味 性質と組
明することができたのは、どのように考えたのがよかっ わうために、星形の性質を図形の性質を用いて説明 み合わせ
たのか考える。 することができたのは、どう考えたのがよかったの て、星形

か問い掛け、今回も三角形を用いる考えや平行線を の性質を
引く考えを用いて問題を解決することができたこと 説明しよ
を確認する。 うと考え

ている。
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イ 数学的な見方や考え方の系統性

今回の実践で高める主な数学的な見方や考え方は、ほかの学年・単元でも現れる。その系統性を表３、

表４のようにとらえた。この系統性をとらえて、単元指導計画を作成し、学習を進めていくことが大切

である。

表３ 「既習の図形に直す考え」と「公式を使う考え」に関するほかの学年や単元における系統性

時期 小学校 ４年 小学校 ５年 小学校 ６年

単元 面積 図形の面積 円の面積 およその面積

既 ○図形の面積の求め ○平行四辺形の面積の求め方を、 ○円の面積の概数を、 ○身の周りに
習 方を、１㎠の正方 長方形に変形して考えている。 １㎠の正方形が幾 あるものの
の 評 形がいくつ分とと ○三角形の面積の求め方を、長方 つ分ととらえ考え 面積の求め
図 価 らえ考えている。 形や平行四辺形に変形して考え ている。 方を、三角
形 項 ○図形の面積の求め ている。 ○円の面積の求め方 形や平行四
に 目 方を、長方形や正 ○台形や一般の四角形の面積の求 を、長方形や三角 辺形、円な
直 方形に分けて考え め方を、長方形や平行四辺形、 形に変形したと見 どの既習の
す ている。 三角形に変形または分割して考 なして考えている。 図形と見な
考 えている。 して考えて
え いる。

公 ○長方形や正方形の ○平行四辺形を長方形に変形した ○円を変形した後の
式 面積を求めるとき 後の縦と横の長さと、それに対 三角形や長方形の
を に、一つの辺に並 応する変形する前の平行四辺形 辺の長さと、変形
使 評 ぶ１㎠の正方形の の底辺と高さとの関係をとら する前の円の半径
う 価 個数と辺の長さが え、長方形の面積の公式を基に や円周の長さとの
考 項 対応していること 平行四辺形の面積の公式を考え 対応を基に、円の
え 目 をとらえて公式を ている。 面積の公式を考え

考えている。 ○三角形の面積の公式を変形後の ている。
長方形や平行四辺形の面積の公
式を基に、対応する辺の長さや
面積を考え、面積が半分である
ことや高さや底辺が半分である
ことから、三角形の面積の公式
を考えている。

表４ 「三角形を用いる考え」と「平行線を引く考え」に関するほかの学年や単元における系統性

時期 中学校 １年 中学校 ２年

単元 平面図形 空間図形 平行と合同 三角形と四角形

○図形の対称性を基に、 ○正多角すいの中にあ ○図形の中に三角形を ○平行四辺形の中に合
三 合同な三角形に着目 る直角三角形を用い 見いだし、三角形の 同な三角形を見いだ
角 評 して、線分の垂直二 て正多角すいの高さ 内角と外角の性質や し、それを用いて平
形 価 等分線や、角の二等 を見いだし、正多角 平行線の性質を組み 行四辺形の性質を考
を 項 分線、垂線などの作 すいの体積の求め方 合わせて、図形の性 える。
用 目 図の仕方を考える。 を考える。 質の説明を考える。
い ○辺や角に着目し、三
る 角形が合同になると
考 きの条件を、演繹的
え に考える。

○空間図形から平行な ○図形の中から平行線 ○平行四辺形に対角線
平 辺や面を見いだし、 を見いだしたり平行 を引くなどして、平
行 評 それを基に問題の解 な補助線をかいたり 行 線 の 性 質を 用 い
線 価 決の仕方を考える。 して、平行線の性質 て、平行四辺形の性
を 項 ○角柱や円柱は、その を用いて図形の性質 質を導く方法を考え
引 目 底面である多角形や の説明を考える。 たり、問題を解決す
く 円が一定の方向に平 る方法を考える。
考 行に移動してできた
え ものであることを基

に、問題の解決の仕
方を考える。
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Ⅱ 実践の概要

小学校の実践

１ 指導の計画

(1) 単元

ア 単元名

図形の面積（小学校第５学年 学校図書）

イ 指導目標

平行四辺形や三角形の面積を、既習の面積の求

め方を基に考え、求め方を理解し、それらを活用

することができる。

(2) 単元指導計画

P.4-5 参照

2 実践の概要と考察

(1) 「既習の図形に直す考え」の高まり

ア 第１時（平行四辺形の面積）の実践

〈Ａ 主体的に問題にかかわること〉

問題把握の過程では、周りの長さが24cｍの長

方形と平行四辺形を提示した。「どちらの面積が

大きいか」と問い掛けた。同じと答えた児童と長

方形の方が大きいと答えた児童は、ほぼ半数ずつ

に分かれた。同じと予想した児童に理由を問うと、

「周りの長さが同じだから面積も同じになる」と

答えた。すると、ほかの児童が挙手をして、「長

方形の方が見た目が大きいから大きい」と発言し

た。その後、４年で習った面積の定義や生活経験

を基にして、どちらが大きいかについての意見交

換が活発に行われた。そして、どちらが大きいか

実際に面積を求めようということになった。

このように、具体物を用いて、児童の意見が分

かれる問題提示をすることによって、面積を求め

ようと主体的に問題にかかわる児童の様子が見ら

れた。

〈Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること〉

解決の見通しの過程では、長方形の面積は求め

られるので、平行四辺形の面積を求めようという

ことになった。「どうやったら平行四辺形の面積

が求められるのか」と見通しを問うた。見通しを

発表し合う活動において、「１㎠の正方形が幾つ

あるか数えればよい」、「切って動かせばよい」

という意見が出た。その理由を問うと、「１㎠の

正方形が幾つあるかで面積が求められる」「切っ

て動かすと長方形になる」という児童の発言があ

った。この二つの発言を基に、見通しがはっきり

としない児童は、見通しをもつことができた。

このように、見通しとその理由を発表し合う活

動を取り入れたことにより、児童は既習事項を思

い出して、見通しをもつことができた。

〈Ｄ 筋道を立てて表現すること〉

解決の実行の過程では、児童一人一人に１㎠の

正方形の方眼紙上に平行四辺形がかかれた用紙を

配付した。児童が自分の考えをかく時間を15分程

度確保した。児童は、自分がもった見通しに基づ

いて、図に表現して問題解決に取り組んだ。児童

からは、図１や

図２、さらに、

図２以外の長方

形に変形する解

き 方 が 出 て き

た。ほとんどの

児童が、２種類

以上の解き方で

問題解決するこ

とができた。

このように、

解決する時間を

十分に確保し、

図に表して考える活動を行ったことが問題解決へ

とつながった。

〈Ｅ よりよいものを見付けること〉

振り返り・まとめの過程では、児童の考えを黒

板に掲示し、説明し合う活動を行った。求め方の

共通点は何かという視点で話合いを行った。どん

な考え方を使ったら求められるようになったのか

と、考え方についての共通点に絞って問い掛ける

と、「すべて、長方形にしている」という発言が

あった。なぜ長方形に直したのだろうという理由

を問うと、半端な部分がなくなるから数えやすい

ことや、長方形ならば計算で求められるという発

言があった。長方形に変形して考えるよさに気付

く発言があった。その考え方を「長方形に直す考

え」という児童の言葉でまとめた。

このように、問題解決の過程を振り返り、考え

方の共通点を話し合う活動を取り入れたことによ

り、児童は数学的な考え方に気付き、そのよさを

味わうことにつながった。

イ 第５時（三角形の面積）の実践

〈Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること〉

三角形の面積の求め方を考える活動を行った。

問題の把握の過程では、１cmの方眼紙にかいた三

図１ 児童の表現した図

図２ 児童の表現した図
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角形を提示した。「どのようにしたらこの三角形

の面積を求められるか」と問い掛けた。

解決の見通しの過程では、その問い掛けに対し

て、「第１時にまとめた『長方形に直す考え』が

使える」という発言があった。第１時にまとめた

数学的な考え方を児童が活用していた。そこで、

第４時までの解き方がまとめてある掲示物(図３)

を利用して第１時の平行四辺形の時に児童が解い

た学習プリントを提示して振り返った。児童の発

言や掲示物を基にして、全員の児童が、三角形を

変形して面積を求めればよいという見通しをもつ

ことができた。

このように、数学的な考え方を児童の言葉で表

現したり、既習事項を確認できる掲示物を用意し

たりすることにより、既習事項や学習経験を思い

出すことを容易にし、解決の見通しをもつことに

つながった。

〈Ｃ 根拠を明らかにすること、Ｄ 筋道を立て

て表現すること〉

解決の実行の過程では、一人一人に学習プリン

トを配付し、考える時間を15分程度確保した。あ

る児童は等積変形をして面積を求め、自分の考え

を図に表現していた(図４)。

図３ 学習の流れなどの時間ごとの掲示

その児童に「なぜこのように変形したの」と問

い掛けると、「１時間目に長方形に直す考えを使

った。今回は長方形ではないけど、平行四辺形に

直した」と答えた。

このように、理由を問うことで、児童が自分の

考えの根拠を明らかにし、長方形に直す考えを拡

張して問題解決に活用していることが分かる。

〈Ｅ よりよいものを見付けること〉

振り返り・まとめの過程では、第１時と同じよ

うに児童の考えを黒板に掲示し、求め方の共通点

は何かというテーマで話合いを行った。今回はす

ぐに「長方形に直している」「平行四辺形に直し

ている」という発言が見られた。すぐに考え方が

児童の中からでてきたのは、第１時に数学的な考

え方を「長方形に直す考え」と言葉で表する学習

をしておいたからだと考える。その後、なぜ平行

四辺形に直したのだろうと問うと、平行四辺形に

直せばすぐに計算で求められるという発言があっ

た。数学的な考え方に気付き、そのよさを味わっ

ている様子がうかがえた。この考え方を「平行四

辺形に直す考え」としてまとめた。

ある児童が、「平行四辺形に直す考えも前の長

方形に直す考えもどちらも同じだよ」とつぶやい

た。「今『どちらも同じだよ』と言ったけどどう

いうことだろう」と全員の児童に問い掛けた。す

ると幾つか意見が出され「どちらも前に習った図

形に変形している」ということに気付いた。

このように、数学的な考え方に視点を当てて話

合いをしたことで、「長方形に直す考え」と「平

行四辺形に直す考え」という考え方が統合されて、

より一般的な数学的な考え方である「前に習った

図形に直す考え」へと拡張された。

ウ 第８時（台形などの面積）の実践

〈Ａ 主体的に問題にかかわること〉

図４ 児童の表現した図
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問題把握の過程では、台形と一般的な四角形の

どちらかを選択して面積の求め方を考える活動を

行った。問題を選択させることで、目を輝かせ問

題解決に取り組んでいる様子がうかがえた。

このように、児童が自ら問題を選択する活動を

行ったことが、主体的に問題に取り組むことへつ

ながっていた。

〈Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること〉

解決の見通しの過程では、「どのようにしたら

面積を求められるか」と問い掛け、見通しを話し

合う活動を行った。台形についてはすぐに「変形

して求める」という意見が出された。一般的な四

角形については、「変形すればいい」という意見

と「うまく変形できそうにない」という意見が出

された。ある児童が、「二つに分ければよい」と

発言したのをきっかけに、三角形に分割して求め

るという解決の方法についての見通しをもつこと

ができた。

このように、数学的な考え方を言葉で表現した

ことで、解決の方法への見通しをもつことができ

た。

〈Ｄ 筋道を立てて表現すること〉

解決の実行の過程では、ある児童は最初に一般

的な四角形を二つの三角形に分け、図と式を使っ

て自分の考えを表現していた。「どうやって求め

たの」と問い掛けると「二つの三角形に分けて、

たした」と根拠を明らかにすることができた。そ

のことがわかるように表現してみようというと、

記号や矢印を用いて図５のように筋道を立てて表

現していた。その児童はさらに台形の面積の求め

方を考え、ノートに図６のように表現した。

このように、児童に考えの根拠を問い掛けるこ

とで、児童が自分の考えを明確にし、筋道を立て

て表現することができた。

図５ 児童の表現した図

〈Ｅ よりよいものを見付けること〉

振り返り・まとめの過程では、考え方の共通点

は何かというテーマで話合いを行った。今回は習

った図形に直す考え以外に、倍積や等積の違い、

変形と分割の違いに児童が気付き、三つの視点で

共通点が話し合われた。

このように、考え方を言葉で表現する活動を取

り入れることにより、児童が数学的な考え方をも

とにいろいろと思考している様子をうかがうこと

ができた。

エ 単元を通しての児童の変容

単元を通しての既習の図形に直す考えについ

て、第１時、第５時、第８時に行った評価一覧表

に基づいた評価の結果を表１に示した。

Ｃ（努力を要する）からＢ（おおむね満足）へ

の児童の変容を見ると、第１時では、長方形に変

形して求める考えを用いられない児童が８％い

た。第５時、第８時と単元が進むにつれ、長方形

や平行四辺形などの既習の図形に直して面積を考

えられない児童は０％となった。Ｂ（おおむね満

足）からＡ（十分満足）への変容を見ると、第１

時では11％、第５時では36％、第８時では42％と

増えてきている。

表１ 「既習の図形に直す考え」の評価
（Ａ：十分満足 Ｂ：おおむね満足 Ｃ：努力を要する）

第１時 第５時 第８時

Ａ １１％ ３６％ ４２％

Ｂ ８１％ ６４％ ５８％

Ｃ ８％ ０％ ０％

以上の結果から、問題把握の過程では、既習の

学習内容や生活経験から結果の判断が分かれるよ

図６ 児童の表現した図
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うな問題を提示したり、問題を児童が選択する場

を設定したりすることで、児童が主体的に取り組

み、その時間の問題を把握するのにつながってい

ることが分かる。

解決の見通しの過程では、解決の方法や結果に

ついての見通しを話し合う活動を取り入れ、既習

事項が想起され、数学的な考え方が活用されるよ

うになっていた。

解決の実行の過程では、解決の時間を十分にと

り、児童が図に表現して考えたり、図や式で表現

しそれをよみ関連付けたりすることが、児童が根

拠を明らかにしながら、数学的な考え方に気付き、

筋道を立てて表現することにつながった。

振り返り・まとめの過程では、考え方の共通点

について話し合ったことや考え方を言葉で表現し

たことで、数学的な考え方についての高まりを見

ることができたと考える。

(2) 評価テストの結果から

ア 評価テスト１について

今回「既習の図形に直す考え」を評価するため

に以下のようなテスト１を行った（図７）。その

結果を表したものが表２である。

表２ 評価テスト１の結果

既習の図形に変形して考える 92％

正答率 72％

無解答率 ０％

図７ 評価テスト１

92％の児童が図形を長方形に変形したり、三角

形に分割したりして答えを求めていた。これは「既

習の図形に直す考え」が児童に定着している表れ

であると考える。

イ 評価テスト２について

このテストでは、平成18年度に群馬県総合教育

センターが実施した「群馬県児童生徒学力診断テ

スト」と類似の問題を出題した（図８）。

図９はその（１）の問題の結果を県と本校で比

較したものである。

自分の考えを図で表せた児童は75％で、県の結

果57.3％を上回っている。この結果から、面積を

求めるときに、既習の図形に直すという見通しを

もてるようになっていることと、自分の考えを表

現することができるようになっていると考える。
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図で表す 正答 誤答 無解答

県

本校

図９　評価テスト1の(1)の結果

図８ 評価テスト２
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図10は（２）の問題の結果を県と本校で比較し

たものである。無解答率が少なくなっているのは、

筋道を立てて表現する力が高まってきているもの

によると考える。誤答は県より高くなっているが、

誤答した理由を見てみると、公式が導かれる理由

を説明しているのではなく、実際に計算して面積

を求めている児童が多かったことによる。これは、

問題解決に向けて考えるようになっている姿の表

れであると思われる。

３ 実践のまとめ

○ 今回の授業実践では単元を通して、主な数学

的な考え方を二つとらえ、評価項目を作成して

児童の数学的な考え方の高まりを見取った。こ

のことは、児童の考えを把握し、支援するのに

効果的であった。

○ 授業モデルで示した指導の工夫については、

今回の単元では、毎時間利用できるものと部分

的に利用できるものがあるが、指導者側の指導

の工夫の視点のポイントとして大切なものであ

ることがわかった。その工夫の中でも、振り返

りの過程で問題解決に用いた数学的な考え方に

着目し、「長方形に直す考え」などの児童の言

葉で表現したことは、児童がその考えを見通し

や解決の実行の過程で用いたり、振り返りの過

程で今までの数学的な考え方と比べ、新たな見

方や考え方を獲得するのに活用されたりした。

このことは、児童の思考の流れをスムーズにす

る役割を果たしていたと考える。

○ 今回の単元で設定した、数学的な考え方は小

学校のほかの単元でどのように高められるの

か、また、今回は主に量と測定に関する単元だ

ったが、ほかの単元でもどのような数学的な考

え方がどのような系統で高められるのかを明ら

かにしていくことが今後の課題である。
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図10　評価テスト２の（２）の結果

中学校の実践

１ 指導の計画

(1) 単元

ア 単元名

平行と合同（中学校第２学年 大日本図書）

イ 指導目標

観察、操作や実験を通して見いだした平面図形

の性質を、平行線の性質や三角形の角についての

性質を基に確かめることができる。

(2) 単元指導計画

P.6を参照

２ 実践の概要と考察

(1) 「平行線を引く考え」の高まり

ア 第５時（三角形の内角の和）の実践

この時間は、三角形の内角の和が180ﾟであるこ

とを、前時に学習した平行線の性質を用いて説明

する学習を行う。

〈Ａ 主体的に問題にかかわること〉

問題の把握の過程では、三角形の三つの角を分

度器で測ったり、切って並べたりする活動を行っ

た。結果を発表したあとに感想を求めたところ、

「誤差があるから必ず180ﾟになるといえない」、

「三つの角を並べた図が、必ず一直線になってい

るとはいえない」といった、小学校で確かめた方

法では不十分であることに目を向けた意見が出さ

れた。そして、これまでの学習を振り返り、図形

の性質を用いて説明する必要があるという問題意

識をもち、意欲的に問題に取り組む姿が見られた。

このように、体験的・操作的活動を行うことに

よって、主体的に問題にかかわる生徒の姿が見ら

れた。

〈Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること〉

さらに解決の見通しの過程では、平行線の性質

を用いることに気が付くことができるようにする

ために、三角形の三つの角を一つの頂点の周りに

並べた図を黒板に提示した（図１）。その際、三

図１ 三角形の角を切って並べた様子
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つの辺をそれぞれ別の色で塗っておき、同じ色の

辺が平行になるように提示し、平行な直線の存在

に気付きやすくした。図を見て気が付いたことを

あげるように問い掛けたところ、ほとんどの生徒

は「三つの角をどの頂点の周りに並べても一直線

になっている」、「同位角や錯角の関係の角があ

る」、「どの図にも平行な直線がある」といった、

この後の説明に必要な考え方の基となる意見を出

すことができた。

このように、提示の仕方を工夫することで、生

徒は平行線を引き、同位角や錯角を用いて説明を

することができそうだということに気付き、平行

線を引く考えを活用した解決の見通しをもつこと

ができた。

〈Ｄ 筋道を立てて表現すること〉

解決の実行の過程では、解決に向けて個人追究

したことを、

図に表現する

活動を取り入

れた。生徒と

は第３時にお

いて、考えた

ことやその根

拠を、言葉や

矢印などを用い 図２ 図形の性質の表現例

て図２のように

記入することを約束しておいた。すると、生徒は

足りない条件を見付けて書き加えたり、根拠を明

確に書き直すなど、図がより分かりやすいものに

なるように修正することができた。このような活

動を取り入れた結果、およそ８割の生徒が、平行

線を引く考えを適切に活用して三角形の内角の和

が180ﾟであることを説明することができた。生徒

はこの活動を通して、平行線を引く考えが、実際

にどのように活用できるのか知ることができた。

早く問題解決が終わった生徒は、他の解き方も考

えるようにしたことで、平行線を引く考えを活用

する場面をより広げることができた。

このように、考えたことを図に記入することに

より、解決の過程を筋道を立てて表現することが

できた。

〈Ｅ よりよいものを見付けること〉

振り返り・まとめの過程では、問題解決後に本

時はどのように考えたことがよかったのかと質問

をしたところ、生徒からすぐに「平行線を引いて、

平行線の性質を用いたこと」とでてきた。そこで、

平行線を引く考えが活用できたことを確認した。

小学校のときに分度器で角を測ったり、図形を切

り取ったりして三角形の内角の和が180ﾟであるこ

とを調べたときと比較して感想を聞いたところ、

「簡単に説明できてすっきりした」、「平行線の

性質が使えて楽しかった」という意見が出された。

授業後の感想からも、「二直線が平行のとき、同

位角や錯角は同じ角度になるという考えを使った

のがよかった」といった、平行線を活用すること

のよさに触れた感想が多く見られた。

このように、問題解決に用いた数学的な見方や

考え方を振り返ることで、生徒は「平行線を引く

考え」のよさに気付くことができた。

イ 第６時（くさび形の性質）の実践

この時間は、くさび形の性質を、平行線の性質

や三角形の内角と外角の性質を用いて説明する学

習を行う。

〈Ａ 主体的に問題にかかわること〉

問題の把握の過程

では、くさび形を提

示し（図３）、「印を

付けた角度につい

て、何か関係がある

だろうか」と問い掛

け、くさび形の図形 図３ 第６時の図形

の性質を自ら発見す

る活動を行った。生徒は前時の学習を想起し、角

を分度器で測ったり、切って並べたりする体験的

・操作的活動に取り組み、∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＝

∠ｄになっているらしいという予想をもつことが

できた。

このように、簡単で身近な図形を提示し、何か

特別なことがいえそうだという期待感をもつこと

ができるようにしたことで、問題を自ら発見する

活動に主体的に取り組むことができるようになっ

た。またこの後の問題解決の活動からは、自ら見

付けた性質を説明したいという意欲が大いに見ら

れた。

〈Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること〉

解決の見通しの過

程では、結果を予

想したことを受け

て、見通しをもつ

ために、問題の把

握の過程で角を切

って並べた図を、 図４ 黒板に提示した図
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黒板に提示した（前ページ図４）。ここでも平行

線に気が付くことができるようにするために、辺

に色を塗っておき、同じ色の直線が平行になるよ

うに提示した。生徒から「平行線があるので、平

行線の性質が使えそう」、「錯角がある」という

意見が出され、平行線の性質を用いて説明をする

ことができそうだということに気付き、見通しと

することができた。この問題では三角形の内角と

外角の性質を用いて説明することもできるため、

見通しを発表し合う活動のときには「平行線を引

く考え」と「三角形を用いる考え」の二つの考え

が実際には見通しとして立てられた。

このように、提示の仕方を工夫したことにより、

生徒は、どちらの考えを使って解くかを自ら選び、

全員の生徒が見通しをもって問題解決に取り組む

ことができた。

〈Ｃ 根拠を明らかにすること、Ｄ 筋道を立て

て表現すること〉

解決の実行の過程では、前時に引き続いて図の

中に、個人追究したことを言葉や矢印で表現する

活動を取り入れた。平行線の性質を用いて問題解

決に取り組んでいた生徒は、全体のおよそ半数で

あった。三角形に分けて考えている生徒も入れる

と、全員の生徒が自分なりの方法で問題解決する

ことができた。平行線を２本引いたり、三角形を

用いる考えと組み合わせて問題を解決したりする

ことで、平行線を引く考えを活用する場面がさら

に広がったといえる。

このように、考えたことを図に記入することに

より、根拠が明らかになり、また解決の過程を筋

道を立てて表現することができた。

〈Ｅ よりよいものを見付けること〉

最後の振り返り・まとめの過程において、個人

追究したことを表現した図を用いて、グループで

説明し合う活動を行った（図５）。グループで説

明し合う時

間を設ける

ことで、生

徒は自分で

かいた図を

見直すこと

ができ、説

明に必要な

条件がそろ 図５ グループ活動の様子

っているか

どうか、またもっとわかりやすい方法はないかと

いったように、聞き手にわかりやすく伝えるとい

う視点をもって、自分の思考過程を振り返ること

ができた。

このように、グループで説明し合う活動を行う

ことで、生徒は多様な説明方法に触れ、よりよい

考えを見付けることができた。また「平行線を引

く考え」と合わせて、「三角形を用いる考え」の

よさも味わうことができた。

ウ 第７・８時（星形の性質）の実践

この時間は、星形の性質を、平行線の性質や三

角形の内角と外角の性質、くさび形の性質を用い

て説明する学習を行う。

〈Ａ 主体的に問題にかかわること〉

問題の把握の過程では、くさび形のときと同様

に、星形を提示し、「印を付けた角度について、

何か関係があるだろうか」と問い掛け、星形の図

形の性質を自ら見付ける活動を行った。生徒はす

ぐに角度を測ったり、切って並べたりする活動に

取り組み、和が180ﾟになると予想を立て、本時の

問題として意識することができた。

このように、何か特別なことがいえそうだとい

う図形を提示することによって、主体的に問題に

かかわることができた。

〈Ｂ 既習事項や日常の経験を想起すること〉

解決の見通しの過程では、既習の図形の性質を

黒板に提示し、星形の性質を説明するのに、どれ

が使えそうか問い掛けた。星形の中に三角形やく

さび形は多数あることから、三角形の内角と外角

の性質（三角形を用いる考え）やくさび形の性質

は使えそうだという意見が出された。また、生徒

から「星形の中に平行線は見られないが、平行な

補助線を引けば使えるのではないか」という見通

しも出てきた。

このように、新たな図形を提示しながら、既習

の図形の性質を想起できるような質問をしたこと

で、既習の図形の性質を基に解決の見通しをもつ

ことができた。

〈Ｃ 根拠を明らかにすること、Ｄ 筋道を立て

て表現すること〉

解決の実行の過程では、それぞれの見通しを基

に、解決の過程を図に表し、矢印を使って理由や

根拠を書き込みながら、問題解決に取り組んだ。

さらに自分で書いた図を用いてグループで説明し

合うことを事前に伝えておくことで、図をより分

かりやすいものにしようとする姿が見られるよう

になった。
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このように、考えたことを図に記入することに

より、根拠が明らかになるとともに、多様な解決

の根拠や筋道の中から分かりやすいものを見付け

ようとすることができるようになった。

〈Ｅ よりよいものを見付けること〉

最後に振り返り・まとめの過程において、グル

ープで説明し合う活動を行った。これまでの経験

から、生徒は説明の方法が何通りかあることを学

習している。そのため説明し合う場面では、「△

△君の考え方が一番わかりやすかった」といった

感想から見られるように、ほかの人がどう考えた

のか自分の考えと比べながら聞くことができるよ

うになった。また「この問題は平行線を引く考え

を使うと説明しやすい」といったように、問題に

適している考え方を判断しながら、ほかの生徒の

説明を聞くことができるようになり、「平行線を

引く考え」や「三角形を用いる考え」のよさを味

わいながら説明し合い、振り返りを行うことがで

きた。

このように、グループで説明し合う活動を行う

ことで、生徒は多様な説明方法の中から、よりよ

い方法を見付けることができた。

エ 思考力を構成する代表的な要素にかかわる

考察

解決してみようと思えるような問題を提示した

り、問題を自ら発見できるような体験的・操作的

活動を取り入れたりしたことは、生徒の関心を高

め、主体的に問題にかかわるために有効な手だて

であった。

また、問題解決に用いられる既習事項を工夫し

て提示したことは、見通しをもつ場面において、

既習事項を想起することを容易にし、数学的な見

方や考え方に気付くために効果があった。

個人追究したことを図に表現する活動は、根拠

を明らかにするために効果的であるとともに、個

人追究した過程を振り返って図形の性質が根拠と

して正しく活用されているかどうか、また十分な

根拠が示されているかどうかといった、個人追究

したことを筋道を立てて表現する際においても、

大変有効な手だてであった。さらに、図を見るこ

とで、どのような数学的な見方や考え方がどのよ

うに活用されているのか視覚的に確かめることも

できた。

また、自分の考えをグループで説明し合う活動

を行ったことで、生徒は多様な解決方法に触れ、

よりよいものを見付けるといった視点でグループ

活動に取り組むことができた。

また授業の最後に、問題解決に用いた数学的な

見方や考え方のよさを振り返り、名前を付けるこ

とは、数学的な見方や考え方のよさに気付くとと

もに、よさを味わいまた活用してみよう、より適

した場面で活用してみようといった、意欲と態度

を高める上でも有効な手だてであった。

(2) 評価テストの結果から

第８時に、三角形を用いる考えと平行線を引く

考えがどの程度高まったか測るための評価テスト

を行った。

およそ４割の生徒は、与えられた図形から三角

形を見いだし、三角形の内角と外角の性質を用い

て問題解決に取り組んでいた。くさび形や平行線

の性質と組み合わせたり、三角形の内角と外角の

性質を３回用いたりするなど、多様な解法が見ら

れた。およそ６割の生徒は平行線を引く考えを活

用して問題解決に取り組んでいた。何通りかの平

行線が補助線として引かれていることから、平行

線を引く考えのよさに気付き、進んで活用しよう

としている様子がみとれた。

３ 実践のまとめ

本実践を通して、次のような成果を得ることが

できた。

○ 問題解決的な学習を通して導き出された数学

的な見方や考え方を生徒の言葉で表現すること

で、獲得した数学的な見方や考え方を意識化す

ることができ、既習の知識や技能の活用が図ら

れ、確かな理解へとつなげることができた。

○思考力を構成する代表的な要素に視点を当て、

問題解決的な学習の過程を行ったことにより、

生徒は何を基にどのように考えたらよいか、思

考のコツを把握し、学習に意欲的に取り組むよ

うになった。

○ 体験的・操作的活動を取り入れて各自が問題

を把握したり見通しを立てたりすること、自分

で選んだ方法で問題解決をすること、聞き手に

わかりやすく説明をする方法を考えることな

ど、個人追究する活動を位置付けたところ、「根

拠を見付けながら理由を考えることが楽しい」

という感想からもうかがえるように、生徒はこ

れらの活動に関心をもって取り組むようにな

り、意欲の高まりが見られた。

○ グループで説明し合う活動においては、図を

指し示しながら自分の考えを分かりやすく説明
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をしたり、ほかの生徒の説明を自分の考えと比

べながら熱心に聞いたりすることで、生徒の学

習意欲を高めることができた。また、「説明し

たことが分かってもらえてうれしかった」、「△

△君の説明を聞いて、こんな考え方もあるんだ

と思った」といった感想から、グループ活動に

やりがいを感じ、生徒同士で学び合う雰囲気が

見られるようになった。

○ 数学的な見方や考え方を、単元を通して高め

るための問題解決的な学習を構想していくこと

で、生徒の数学的な見方や考え方や知識や技能、

論理的な思考力がさらに高められることが分か

った。

Ⅲ まとめ

１ 成果

○ 問題解決的な学習において、それぞれの過程

で必要な、思考力を構成する代表的な要素を明

らかにしたことで、授業における評価や支援を

より具体的に考え、指導計画に位置付けること

ができるようになった。

○ 数学的な見方や考え方について、単元を通し

て系統的に位置付け、振り返り・まとめの過程

で児童生徒の言葉で表現したことは、児童生徒

がそのよさを味わったり、計画的に思考力を高

めたりすることに有効であった。

○ 授業実践から、思考力を構成する代表的な

要素は数学的な見方や考え方を発動させるもの

であり、数学的な見方や考え方は、問題解決的

な学習の過程の中で知識や技能を働かせるその

原動力となるものであることを実感することが

できた。

○ 授業モデルとして問題解決的な学習における

思考力を構成する代表的な要素を明らかにし、

指導の工夫を提言したことや、単元全体を通し

て数学的な見方や考え方を明らかにして高めて

いく単元指導計画の具体例を示せたことは、ほ

かの単元への研究の発展に役立つものであると

いえる。

２ 課題

○ 今後、他領域や他学年でも数学的な見方や考

え方の系統性を明らかにし、児童生徒の思考力

を高めていきたい。
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